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 ６ その他の二次製品 

 種     類 規  格 試験方法 標準ロット数 

 

ダ

ク

タ

イ

ル

鋳 

鉄 

管 

ダクタイル鋳鉄管 JIS Ｇ 5526 JIS Ｇ 5526  φ    75～  300  200 本 

 φ   350～  600  100 本 

 φ  700～1,000   50 本 

 φ 1,100～2,600   25 本 

 

ダクタイル鋳鉄異形管  JIS Ｇ 5527 JIS Ｇ 5527 

ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 直 管   

ダクタイル鋳鉄異形管  

ダクタイル鋳鉄管継手 

（農業用水用） 

JDPA G 1027 JDPAG 1027 

硬

質 

ポ

リ 

塩 

化 

ビ 

ニ 

ル 

管 

硬質塩化ビニル管 JIS Ｋ 6741 JIS Ｋ 6741          1,000 本 

水道用硬質ポリ塩化ビニル

管 

JIS Ｋ 6742 JIS Ｋ 6742          1,000 本 

強 

化 

プ 

ラ 

ス 

チ 

ッ 

ク 

複 

合 

管 

強化プラスチック複合管 JIS Ａ 5350 JIS Ａ 5350            200 本 

鋼 

 

管 

水輸送用塗覆装鋼管 JIS Ｇ 3443-1 JIS Ｇ 3443-1            200 本 

配管用炭素鋼鋼管 JIS Ｇ 3452 JIS Ｇ 3452 

圧力配管用炭素鋼鋼管 JIS Ｇ 3454 JIS Ｇ 3454 

配管用アーク溶接炭素鋼鋼

管 
JIS Ｇ 3457 JIS Ｇ 3457 

水輸送用塗覆装鋼管の異形

管 
JIS Ｇ 3443-2 JIS Ｇ 3443-2 

農業用プラスチック被覆鋼

管 
WSP Ａ－101 WSP Ａ－101 
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試験（測定）基準 管 理 方 法 処     置 

(1)JIS 製品 

標準ロット数以下の場合は、製造

業者の実施している JIS による品質

管理の工場報告書により確認するも

のとし、標準ロット数以上の場合は、

ロット数、又はその端数毎に、工場

における強度試験に、立会うものと

する。 

ただし、現場へ搬入の都度、外観、

形状については全数を、寸法（又は

重量）については、100 個、又はそ

の端数毎に、１個を抽出して再検査

するものとする。 

試験（測定）項目、方法等は種類

により異なり複雑であるので、必要

な JIS は前もって充分調べておく必

要がある。 

(2)JIS 同等品 

前項に準ずる。 

(3)JIS 外製品 

別に定める規定により実施するも

のとする。 

ただし、定めのないものは、類似

の JIS 製品の品質管理の規定を準用

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 測定した結果が 20点以 

 上の場合は管理図表によ

る。 

  20 点未満の場合は結果  

一覧表による。 

(1)メーカーの報告書による

場合は内容チェックをし、 

疑問があれば立会検査をす

る。 

(2)不合格になった材料は、

使用してはならない。 

 


